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巻 頭 言 

大学院薬学研究科開設 10年を迎えて 

大学院 薬学研究科長 佐藤雅彦 

 

 2012 年 4 月、本学大学院に薬学研究科博士課程が開設され、今年度 10 年目を迎えまし

た。本研究科は、薬学研究者や高度な薬学専門性を持った医療人を育成することを目的とし

ており、これまでに、大学の教員、国立研究機関の研究者、あるいは研究スキルを身につけ

た薬剤師を輩出しております。 

 現代社会において、未だ治療困難な疾患は数多く存在し、新薬を含む治療法の開発が待た

れています。さらに、超高齢社会へと進む中で、健康寿命の延伸を目指した疾病予防におい

て予防薬学の重要性が増しています。また、ますます高度化、複雑化する医療現場において、

研究スキルを身につけた薬剤師の必要性・重要性も増しています。本学大学院薬学研究科で

は、創薬科学、生命科学、医療薬学、臨床薬学、予防薬学などの専門領域において第一線で

活躍している教員陣が、最先端かつ高度な研究活動を行いながら教育・研究の指導に情熱を

注いでいます。 

 人は、一生の間に多くの人々と出会い、様々な影響を受けながら人生を過ごしています。

その中で、その人の人生に大きな影響を与える人との出会いがあります。私は、大学在学中

に卒業研究のために配属された研究室の教授と助教授との出会いがなければ、大学院へ進

学することも、研究の道へ進むこともありませんでした。いわゆる恩師との出会いが自分の

人生を決定づけたと言っても過言ではありません。今でも、恩師と弟子の関係は続いており、

私の財産となっています。薬学研究は、生命の神秘を探求でき、世界で初めての発見・開発・

証明ができ、医療にも貢献でき、そして研究成果（論文）は人類の歴史に刻まれます。この

ように、研究は、魅力ある職業です。本学学部生も大学生活の中で恩師と出会い、一人でも

多くの学生が大学院へ進学し、研究者として飛び立つことを願っています。 

 

【一言】 

 近頃、大学教員の求人情報をウェブ検索すると、ほとんどの薬系大学で、「教授」を公募

する際、応募資格に「博士の学位を有する者、薬剤師免許を有することが望ましい」あるい

は「薬剤師免許および博士の学位を有する者」と記されており、薬剤師かつ博士の学位取得

者が求められています。さらに、多くの大学が、男女共同参画社会基本法に基づいて、女性

研究者支援をはじめとする男女共同参画に係る取り組みを積極的に推進しています。実際

に、「教授」の公募案内に『◯◯大学では、男女共同参画を推進しており、業績（研究業績、

教育業績、社会的貢献、人物を含む）の評価において同等と認められた場合には、女性を積

極的に採用します。』といったようなことを掲げている大学が増えてきています。国立研究

機関でも同様です。女性研究者の積極的な採用・登用が行われていますので、薬学部の女子

学生もぜひ研究者を目指していただきたいと思います。 
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